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第
六
歌
集
『
多
く
夜
の
歌
』、
タ
イ
ト
ル
「
黒
き
山
」、
中

秋
の
名
月
の
機
上
観
月
の
折
り
の
一
首
。
乗
っ
て
い
る
飛
行

機
が
急
降
下
す
る
と
同
時
に
そ
の
窓
を
上
っ
て
（
何
か
に
手

繰
ら
れ
る
よ
う
に
）
月
が
消
え
る
、
そ
の
瞬
間
の
動
き
を
一

首
の
中
に
収
め
て
見
事
だ
。
定
型
ピ
タ
リ
で
詠
み
切
り
、
強

い
イ
ン
パ
ク
ト
と
余
韻
が
残
る
。

　

そ
の
後
「
密
雲
の
間ひ

ま

に
聳た

ち
つ
つ
み
づ
か
ら
の
痛
々
し
さ

に
夜
の
高た

か

山や
ま

」
と
闇
の
中
に
見
た
富
士
を
自
身
の
姿
に
重
ね

る
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。
情
感
を
退
け
た
名
月
の
歌
と
内
省

的
な
富
士
の
歌
、
ど
ち
ら
も
魅
力
的
だ
。�

（
斉
藤
淳
子
）

◆
宮
柊
二
カ
レ
ン
ダ
ー
（
90
）
九
月
の
歌

富
士
指
し
て
急
降
下
す
る
機
の
窓
を
月
垂
直
に
た
ぐ

ら
れ
て
去
る�

　


